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P 一
　漢方とは，日本における中国系伝統医学の総称で ある ．江戸時代に ヨ

ー一
ロ ッ パ系医学が

伝来した際 に， 在来の 日本の医学 を
「

漢方 」 と呼んだ ことに始まる．漢方の起源は明以前

の中国 医学で あ り ， 現代の 中国医学と 同根で あり ， 使用する薬物 ， 用語などに共通点が多

くみ られる ．しかし両者 は別物で ある．

　漢方は江戸時代に臼本独自の発展 を し ， 明治以後はヨーロッ パ系医学の影響も加わ りそ

の結果日本の伝 統医学として 「漢方 」 が確立された．

　基本的には櫨物，一
部の 動物，鉱物を生薬として用 い ， それ ら を組合せ て 使用するもの

が漢方薬で ある．

　人体を
一

個の有機体とみ な し診断 し ， 治療を行う．すなわち 身体 と精神 （心）は不可分

であ り ，

一
体で ある

「心身
一如」 とい う中国 ・

日本の 伝統的な 医 学思想の もとに ， 病人各

個人の特徴，個人差を尊重 して心身全体の調和 をはかる，という治療体系をもっ て いる．

　漢方治療を行 うに は ， 患者の現 し （い る 状態を経験的な病態分類で ある陰陽 （表 り），

虚実 （表 2），と仮想的病因論と して気 ・血 ・水 （表 3， 4）の異常に分 類 し，漢 方薬特

有の 使用基準で ある 証を決定し処方を選定する。

　すなわち全身状態は陰陽 （生命反応の強弱）と虚実 （体質の 強弱）で 診断 し ， 身体的な

所見および症状に より気 ・血 ・水の異常を把握 し以上 を総合して 処方を決定する。

　証 とは患者を 診察し治療する場合に 体力がある かな いかな ど ， そ の人 の 基本的な類型

（証 ・虚証，実証，陰証，陽証）と ， ある症状 ， 疾患に有効な 処方が○○ 湯の場合に は○

○湯証とな る．すなわ ち証 とはそ の患者 にどの処方の 薬剤が有効な病人で あるかを診断 し

て分類 した病態の表現方法で ある．そ れには基本的類型 と病態の 類型とがあ る．

　　（表 1 ）陰陽 の概念
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1．女性の生殖機能を中心にした年齢的変化

　　中 国の 最も古 い 医学 書 『黄帝内経素

　問』 に は ， 女性の生殖作用の変化が簡明

　 に述べられてい る．それ は 7の 倍数で そ

　の節目をと らえて いる． 7歳で そ ろそ ろ

　 内分泌系の 活動が開始 し，t4twで月経が

　起こる ， 21〜28歳で 女性として 最盛期と

　な り ， 49歳で閉経する と説明してい る．

2．血の道症

　　漢万には更年期 という用語 はない．我

　が国 で は約250年前か ら ， 女性の 多 く の

　病気のことを 「血の道 」 と呼んで いた．

　
『

養生弁』 とい う」］［Fコ 時代の本には
「

血

　の道とは日本の詞 にして漢土 になき病名

　 なり ， 経行くの血 の道筋の変より病とな

　 り，干変万化に悩ますな り」 とある a こ

　の意味の 範囲は広 く ， 月経 ， 妊娠 ， 分娩 ，

　更年期などに伴い起こる もので ， 症状は

　主に 自覚的， 精神神経的で あり機質的変

　化があま り認められ な いも のが特長で あ

　 る．九嶋は
「

血の道 」 を
「

婦人にみ られ

　る更年期障害類似の 自律神経症候群」 と

　 定義 した．

（表 2 ）虚実の 概念
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（表 3 ）気血水の概念
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〔1．全身症状（倦怠感など）に用い られる 処方〕

つ十全大補湯 （じゅう ぜんた い ほと う）人参 ， 黄蓍， 朮 ， 当帰 ， 茯苓 ， 地黄 ， 川蒡，芍薬，

　桂枝，甘草．

　虚弱体質 ， 全身衰弱 ， 全身倦怠 ， 食欲不振などがある．

2）補中益 気湯 （ほぢゅうえ っ きとう）黄蓍， 入参 ， 朮 ， 当帰 ， 陳皮 ， 大棗，甘草 ， 柴胡 ，

　乾姜， 升麻．

　体力弱く話 し方や，目つ きに活気がない ， 食欲不振，動 1季， 不安感などがある．

3）八 味地黄丸 （はちみ じおう がん ）地黄， 山茱萸，山薬 ， 沢瀉，茯苓，牡丹皮，桂枝 ， 附子．

　体力体質やや弱い人 ， 中年以上の主に全身惓怠特に腰から下 にか けて 力が抜ける よ うな

　感 じが し，膝がガクガク して転びやすい，陰萎 ， 排尿異常な どがある．

4）清暑益気湯 （せ い しょ えっ きと う）人参 ， 白朮 ， 麦門冬，黄齧 ， 五味子，陳皮，黄柏．

　一般的に夏負 けに用い られるがそれに隈らす疲労倦怠，熱感，寝汗な どに用いる ．

5）小柴胡湯 （し よ うさ い こ とう）柴胡 ， 半夏 ， 生姜， 黄莟 ， 大棗 ， 人参 ， 甘草

　体力中程度の人，疲労感，食欲不振があり，季肋部の重苦 しい感 じ．

〔ll．精神神経症状 に用いら れる処方〕

1）桂枝加竜骨牡蠣湯 （けい しかりゅうこ つ ぼれい とう）桂枝，芍薬，大棗 ， 生姜，甘草 ，

　竜骨， 牡蠣．

　体力虚弱な入で疲れやす く，のぽせ やすい ， 臍部は動悸があり，下腹部は腹直筋が突 っ

　ばつ て いる．

2）加味逍遥散 （かみしょうようさん）当帰，芍薬，白朮 ， 茯苓，柴胡，甘草，牡丹皮，山

　梔子，生姜，薄荷．

　体質やや 弱くイライラ して不安感がつ よ く，頭痛 ， めまい ， 下肢の冷えな どがある ．

3）抑肝散 （よくかんさん）当帰，釣藤，川菖，朮，茯苓，柴胡，甘草．

　やや虚弱な体質の人で気分がイライラ して 怒り っ ぽく ， 興奮して よく眠れ ない な どに用

　いる。

4）女神散 （にょ しんさ ん）当帰 ， 川考，白朮，香附子 ，桂枝 ， 人参 ， 黄蒼， びん ろ う ， 黄

　連，木香 ， 甘草 ， 丁香，大黄，

　体力体質はや や 強く，の ぼせ，めまい があり，とく に産後の精神安定剤的な作用が ある．

5）柴胡加竜骨牡蠣湯 （さい こ か りゅう こ つ ぽれい とう ）柴胡 ， ￥夏 ， 桂枝 ， 茯苓 ， 黄 弩，

　大棗，生姜，人参 ， 竜骨，牡蠣 ， 大黄。

　体力充実 して い て膀部に動悸を訴 える．胸脇苦満 （季肋下 部に圧痛抵抗感）があ り ， 不

　眠，煙秘傾向で ある ．

〔皿．特異的な症状に用いられる処万〕

1。冷え ， の ぼせ

　f）当帰菊薬散 （とうき しゃ くやくさん ）当帰，川蕚 ， 苟薬 ， 茯苓 ， 朮，沢瀉．

　　体質 は虚弱，冷え，貧血傾向があり，腹壁 は軟弱，体型は中肉中背， とく に冷え ると

　　諸症状が悪化する ものに用いる ．

　2）当帰四逆加呉榮萸生姜湯 （とうき しぎゃ くか ごしゅゆ し ょ う きょ う とう ）当帰， 桂枝 ，

　　萄薬， 木通 ， 細￥，甘草 ， 大棗， 呉茱萸 ， 生姜．

　　体質やや弱い，寒冷に敏感で 手足の冷え強くしもやけになりやすい．

　3）苓姜朮甘湯 （りょう き ょ う じゆ つかん とう ）茯苓，乾姜 ， 自朮，甘草

　　体力中ぐ らい から やや弱い ， 腰 に氷を押し付 けた よ うに冷える．

　4）黄連解毒湯 （おうれんげどく とう）黄連， 黄柏，黄蒼，梔子．
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　　体力があり ， の ぼせ ぎみ で顔面 紅潮して い る．の ぼせ が主で，めまい，頭重感がある．

　　冷え に は用いな い．

　5）桂枝茯苓丸 （けいしぶ く りよ うがん）挂梗，茯苓 ， 牡丹皮 ， 桃イニ 葛薬．

　　比較的体力があり下腹部に圧痛 ， 抵抗を認める．のぼせて赤ら顔の場合が多い。

　6）桃核窟気湯 （とうかくじょ うきとう）桃仁 ， 桂梗， 芒硝， 大黄，甘草．

　　体質 強く桂枝茯苓A を用い る場合よりも症状が激 しく，便秘傾向の強い ， 腹部触診上

　　に小腹急結 （指先で左下腹部の 皮膚 の表面を軽く擦週する と ， 腹直筋の反射的な強 い

　　収縮がおこ り ， 強い痛みを感じ膝を屈める）がある．

2．め まい

　1）真武湯 （しんぶ とう）茯苓 ， 萄薬，生姜，朮，附子．

　　顔色 は青白く，倦怠感が強い ， 腹部は軟弱で 脈は沈ん で触れにくい．手足も冷 えが と

　　く に強く時に下痢する こ と もある．

　2）当帰芍薬散 （前出）

　3）半夏白朮天麻湯 （は んげん びゃ くじゆ つ て んま とう）半夏，白朮，陳皮，茯苓，蒼朮，

　　隻芽，天 麻，神掬，黄蓍，人参，沢瀉，萸柏 ， 生姜， 乾姜．

　　体質弱く 胃腸虚弱な者の めまい ，頭痛に用い る．食後に体がだるく眠気を催 して くる ．

　4）苓桂朮甘湯 （りょ うけい じゆ つ かんとう）茯苓，桂枝，五味子，甘草

　　の ぼせ ，めまい，身体動揺感，心悸亢進などがあり，めまいの第一選択薬がある．

　5）女神散 （前出）

3．消化器症状

　1）桂枝加芍薬湯 （けい しか しゃ くやく とう ）桂枝 ， 生姜 ， 大棗 ， 甘草，芍薬．

　　下痢 と便秘が交互 にくる過敏性腸症候群 にはます本方を投与 してみ る．

　2）小建中湯 （しょ うけんぢゅ うとう）桂枝，生姜，大棗 ， 芍薬 ， 甘草 ， 膠 飴。

　　虚弱体質で疲れやすく ， 突然腹痛を訴える．

　3）人参湯 （にん じん とう）人参，甘草，朮，乾姜．

　　下痢型の例 に用いる．桂枝力口芍薬湯よりも体力のない人で お腹の 冷える人．

　4）真武湯 （しん ぶとう）茯苓 ， 芍薬 ， 生姜 ， 朮 ， 附子．

　　手足が冷えや すく体力気力に乏 しく 下痢型 の人に用い る H 早朝の 水様性の 下痢 ， 軽い

　　腹痛がある．

　5）半夏瀉心湯 （はん げし ゃ しん と う）半夏 ， 黄蒼， 乾姜， 人参 ，甘草，大棗 ， 黄連．

　　中間証ない しやや実証タ イブ ， 心窩部がつ かえる感 じがして食後の もた れ感がある．

　このほか更年期に好発する疾患たとえば更年期角皮症，腹圧性尿失禁，腰痛，高血圧症，

萎縮1生腟炎などがあ り，これ らを広義の 更年期不定愁訴と考え る人も い る．今回 は紙面の

関係 で割愛 した ．

　本症 は漢方治療が第
一選択で ある ， しか し治療開始の初期で症 状が激しい場合に は西 洋

医 薬との併用は可能で あ り ， 漢方薬の効果の発現に よ り西洋医薬を徐々に減量できる．

　漢方療法は現代医学的な病名の な い時代の 治療法で ある．今回はで きるだけ現代医学 的

な病名，診断 ， 分 類に従 っ て 解説を試み だ．うまく説明可 能な例もあ り ， また う ま くい か

な い場合も ある ， 現代医 学的な範疇に入 らな い場合には ， 古典的， 伝統的な 方法論 に基 づ

い て 行うと ， 治療がうま く い く場合が多 い ．
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